
 

 
 

 
 

 

第
43
回
吹
田
市
政
研
究
集
会 

地
域
か
ら
問
い
直
す 

市
政
の
課
題
と
公
共
の
再
構
築 

「
第
43
回
吹
田
ま
ち
づ
く
り
暮
ら

し
市
政
を
考
え
る
研
究
集
会
」
（
吹
田

市
政
研
）
が
開
催
さ
れ
、「
豊
か
な
公

共
自
治
を
育
む
ま
ち
創
ろ
う
地
域
か

ら
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
の
暮
ら
し
の

現
状
と
吹
田
市
政
の
課
題
に
つ
い
て

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
同
集
会
は
、

吹
田
住
民
団
体
交
流
懇
談
会
（
、
吹
田

市
労
働
組
合
連
合
会
、
大
阪
自
治
体
問

題
研
究
所
の
3
団
体
が
共
催
す
る
、

市
民
手
作
り
の
研
究
集
会
と
し
て
43

年
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

主
催
者
挨
拶
で
は
、
市
民
の
暮
ら
し

や
憲
法
を
壊
す
国
の
悪
政
（
物
価
高
対

策
の
棚
上
げ
、
軍
拡
へ
の
道
な
ど
）
へ

の
強
い
懸
念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

足
元
の
吹
田
市
政
に
お
い
て
も
、
市
役

所
の
窓
口
が
次
々
と
民
間
委
託
さ
れ
、

市
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
り
、
市
の

姿
勢
が
「
国
の
下
請
け
機
関
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と
へ
の
不
安
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
集
会
は
こ
う
し
た
現
状
を
乗

り
越
え
、
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思

え
る
吹
田
を
住
民
自
ら
の
手
で
実
現

す
る
た
め
の
知
恵
と
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。 

 

暮
ら
し
は
悪
化
、
貧
困
は
集
中 

吹
田
市
の
対
策
は
国
庫
交
付
金
依
存 

吹
田
自
治
都
市
研
究
所
主
任
研
究

員
の
岩
根
良
さ
ん
に
よ
る
基
調
報
告

で
は
、
ま
ず
国
内
の
厳
し
い
経
済
状
況

が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
分
析
さ
れ
ま

し
た
。
物
価
高
騰
は
特
に
食
料
品
で
顕

著
な
一
方
で
、
実
質
賃
金
は
低
下
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
老
齢
基
礎
年

金
は
20
年
間
で
わ
ず
か
で
、
暮
ら
し

の
悪
化
は
明
白
で
あ
り
、
貧
困
率
は
全

体
で
15
・
4
％
で
す
が
、
特
に
高
齢

女
性
や
ひ
と
り
親
世
帯
に
集
中
し
て

い
ま
す
。
地
域
経
済
も
深
刻
な
状
況
に

あ
り
、
企
業
倒
産
が
12
年
ぶ
り
に
１

３
０
０
件
を
超
え
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
、

建
設
業
、
小
売
業
で
増
加
、
吹
田
市
の

事
業
者
へ
の
調
査
で
も
売
上
高
の
悪

化
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
経

済
の
ピ
ン
チ
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
基
調

報
告
は
、
自
治
体
が
国
の
社
会
保
障
削

減
な
ど
の
「
悪
政
の
防
波
堤
」
と
な
り
、

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
「
公
的
責
任
」

を
果
た
す
べ
き
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

し
か
し
吹
田
市
が
実
施
し
た
２
０
２

３
年
度
の
物
価
高
騰
対
策
（
総
事
業
費

約
47
・
8
億
円
）
の
財
源
を
分
析
す

る
と
、
国
か
ら
の
交
付
金
が
約
39
・

3
億
円
、
そ
の
他
の
特
定
財
源
が
約

7
億
円
を
占
め
、
吹
田
市
独
自
の
一

般
財
源
は
わ
ず
か
約
1
億
円
（
全
体

の
2
・
56
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

市
は
国
の
方
針
に
従
う
形
で
対
策

を
行
う
一
方
、
学
童
保
育
料
や
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
料
な
ど
独
自
の

公
共
料
金
は
値
上
げ
し
て
お
り
、
こ
の

矛
盾
し
た
姿
勢
が
厳
し
く
批
判
さ
れ

ま
し
た
。
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
も
、
国
の
交
付
金
が
あ
る
時
だ
け

実
施
し
、
国
の
交
付
金
が
な
い
期
間
は

市
独
自
の
財
源
投
入
を
拒
否
し
た
事

例
が
挙
げ
ら
れ
、
市
政
の
「
国
へ
の
追

随
・
依
存
」
の
姿
勢
が
端
的
に
示
さ
れ

ま
し
た
。 

住
民
参
加
は
形
骸
化
、 

地
域
間
格
差
も
顕
在
化 

報
告
で
は
、
現
市
政
が
か
つ
て
「
清

潔
で
民
主
的
な
市
政
」
を
掲
げ
て
出
発

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
一

方
的
な
政
策
決
定
が
相
次
ぎ
、
住
民
参

加
や
協
働
が
形
式
的
・
形
骸
化
し
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
吹
田
市
の
市

民
自
治
推
進
委
員
会
か
ら
も
、
市
民
と

行
政
が
な
ぜ
も
っ
と
話
し
合
い
を
さ

れ
な
い
の
か
」「
自
治
会
加
入
率
が
5

割
を
切
る
中
で
、
自
治
会
へ
の
説
明
だ

け
で
物
事
を
進
め
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
指
摘
が

出
て
お
り
、
市
政
運
営
の
民
主
性
の
逸

脱
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吹

田
市
内
で
地
域
間
の
状
況
が
大
き
く

異
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

豊
津
江
坂
南
吹
田
地
域
で
は
単
身

世
帯
を
中
心
と
し
た
人
口
が
急
増
し
、

全
世
帯
の
6
割
以
上
が
単
独
世
帯
で
、

自
治
会
加
入
率
も
22
％
と
極
端
に
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
万
博
反
対
地
域
は
高
齢
化
が
最
も

進
展
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
以
南
地
域
は

市
内
で
唯
一
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。 

さ
ら
に
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

基
盤
で
あ
る
医
療
機
関
や
介
護
事
業

所
（
訪
問
介
護
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
）
が
す
で
に
減
少
し
て
お
り
、
こ
の

傾
向
が
続
け
ば
、
将
来
の
医
療
・
介
護

需
要
の
増
加
に
対
応
で
き
な
く
な
る

深
刻
な
危
機
感
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
自
治
会
加
入
率

の
低
下
、
民
生
委
員
の
欠
員
な
ど
で
困

難
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

公
共
を
再
構
築
す
る
た
め
に 

地
域
別
協
議
会
と
職
員
配
置
を 

こ
う
し
た
課
題
の
背
景
と
し
て
、
市

役
所
の
体
制
に
も
問
題
が
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
正
規
職
員
は
削

減
さ
れ
、
不
安
定
雇
用
の
会
計
年
度
任

用
職
員
が
増
加
し
て
い
ま
す
（
特
に
地

域
教
育
部
で
は
81
％
）。
ま
た
住
民
と

の
接
点
と
な
る
窓
口
業
務
は
民
間
委

託
が
拡
大
し
て
お
り
、
地
域
を
支
え
る

行
政
の
基
盤
が
脆
弱
化
し
て
い
ま
す
。 

ま
と
め
と
し
て
市
民
の
暮
ら
し
を

支
え
自
治
を
育
む
た
め
に
、
地
域
別
協

議
会
の
再
検
討
、
地
域
に
応
じ
た
政
策

化
、
市
役
所
体
制
の
強
化
が
提
言
さ
れ

ま
し
た
。 

 

 

伝
言
板 

吹
田
市
主
催 

中
小
企
業
向
け 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
セ
ミ
ナ
ー 

12
月
12
日(

金)

18
時
30
分
～ 

メ
イ
シ
ア
タ
ー
集
会
室 

参
加
費 

無
料 

申
込 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り 

問
合
先 

吹
田
市
地
域
経
済
振
興
室 

共
催 

吹
田
市
・
吹
田
警
察
署 

 

新
会
員
歓
迎
会 

12
月
14
日
（
日
）
11
時
よ
り 

民
商
駐
車
場
と
1
階
ロ
ビ
ー
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
。 

新
会
員
に
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。 

参
加
費 

2
千
円 

（
小
学
生
1
千
円
、
未
就
学
児
無
料
） 

新
会
員
と
そ
の
家
族
は
半
額 

 

税
金
相
談
養
成
講
座 

12
月 

16
日
（
火
）
14
時 

18
日
（
木
）
19
時 

来
年
の
確
定
申
告
で
は
基
礎
控
除
・
扶

養
控
除
な
ど
の
金
額
が
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
。
役
員
向
け
の
学
習
会
で
す
が

変
更
点
な
ど
を
解
説
し
ま
す
の
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

 

年
末
調
整
実
務
会 

12
月 

22
日
（
月
）
14
時 

23
日
（
火
）
19
時 

25
日
（
木
）
14
時 

1
月 

16
日
（
金
）
19
時 

19
日
（
月
）
14
時 

持
ち
物 

税
務
署
か
ら
届
い
た
書
類 

従
業
員
の
各
種
申
告
書
及
び
控
除
証

明
書
、
1
年
分
の
給
与
明
細 

源
泉
徴
収
簿
な
ど
は
事
前
に
わ
か
る

と
こ
ろ
は
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 


